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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
運
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
運
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
令
和
二
年
十
月
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
関
す
る

認
定
案
件
」
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
交
通
事
故
の
発
生
件
数
」
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
令
和
三

年
六
月
十
一
日
現
在
で
零
件
で
あ
り
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
安
全
な
実
施
に
支
障
が
生
じ
た
」
と
の
「
報
告
」
は
、
同
日
現

在
で
受
け
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
当
該
「
認
定
案
件
」
に
係
る
お
尋
ね
の
「
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
」
の
「
具
体
的
内
容
」

と
し
て
は
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
利
用
者
（
以
下
単
に
「
利
用
者
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
交
通
ル
ー
ル
等
の
事
前
教
育

及
び
確
認
テ
ス
ト
の
実
施
、
利
用
者
に
対
す
る
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
で
あ
る
こ
と
の
周
知
並
び
に
発
生
し
た

道
路
交
通
法
違
反
の
件
数
並
び
に
利
用
者
及
び
利
用
者
で
な
い
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
結
果
の
国
家
公
安
委
員
会

及
び
経
済
産
業
省
へ
の
報
告
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 
 

御
指
摘
の
「
令
和
三
年
四
月
二
十
三
日
に
認
定
さ
れ
た
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
関
す
る
四
件
の
認
定
案
件
」
に
つ
い
て
は
、

お
尋
ね
の
「
交
通
事
故
の
発
生
件
数
」
は
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
同
年
六
月
十
一
日
現
在
で
三
件
で
あ

り
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
安
全
な
実
施
に
支
障
が
生
じ
た
」
と
の
「
報
告
」
は
、
同
日
現
在
で
受
け
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、



 

２ 

 

当
該
「
四
件
の
認
定
案
件
」
に
係
る
お
尋
ね
の
「
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
」
の
「
具
体
的
内
容
」
と
し
て
は
、
利
用
者
に
対

す
る
交
通
ル
ー
ル
等
の
事
前
教
育
及
び
確
認
テ
ス
ト
の
実
施
、
利
用
者
に
対
す
る
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
推
奨
並
び

に
発
生
し
た
道
路
交
通
法
違
反
の
件
数
並
び
に
利
用
者
及
び
利
用
者
で
な
い
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
結
果
の
同
委

員
会
及
び
同
省
へ
の
報
告
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 
 

な
お
、
お
尋
ね
の
「
そ
の
件
数
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
公
道
走
行
を
許
可
し
た
こ
と
」
に
よ
る
「
死
亡
事
故
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
明
ら
か

で
は
な
い
た
め
、
そ
の
「
事
例
」
や
「
国
別
」
の
「
件
数
」
等
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
歩
道
を
走
行
で
き
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
行
う
利
用
者
に
対
す
る
事

前
教
育
等
の
機
会
を
通
じ
て
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
違
法
駐
車
防
止
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て

い
る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
規
制
の
特
例
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
七
月
三
十
日
及
び
令
和
三
年
二
月
四
日
に
国
家
公
安
委
員
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
お
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
認
定
内
容
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
十
月
十
六
日
、
令
和
三

年
一
月
十
五
日
、
同
年
三
月
一
日
及
び
同
年
四
月
二
十
三
日
に
経
済
産
業
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
る
。 

二
の
５
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
小
型
特
殊
自
動
車
に
位
置
付
け
ら
れ
た
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
交
差
点
で
右
折
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
交
差
点
に
お
い
て
直
進
し
、

又
は
左
折
し
よ
う
と
す
る
車
両
等
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
車
両
等
の
進
行
妨
害
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、
御
指
摘
の
「
事
故
回
避
」
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

そ
の
上
で
、
お
尋
ね
の
「
将
来
的
な
二
段
階
右
折
の
導
入
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
そ
の
必
要
性
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 



 

４ 

 

二
の
６
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
今
回
の
特
例
措
置
」
の
対
象
と
な
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
道
路
環
境
に
お
け
る
走
行

状
況
や
走
行
速
度
、
車
体
の
大
き
さ
等
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
は
、
道
路
交
通
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可

を
受
け
て
行
う
搭
乗
型
移
動
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
公
道
実
証
実
験
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
一
部
の
自
動
車
と
同
様
に
、
小
型
特

殊
自
動
車
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し
、
そ
の
上
で
、
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府

令
第
六
十
号
）
第
二
条
の
表
小
型
特
殊
自
動
車
の
項
の
規
定
に
よ
り
小
型
特
殊
自
動
車
は
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え

る
速
度
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
最
高
速
度
を
十
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
当
該
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
後
方
か
ら
の
追
突
事
故
の
危
険
性
が
高
ま

る
」
と
は
考
え
て
は
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
指
摘
の
「
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
固
有
の
最
高
速
度
」
の
「
設
定
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
行
う
自
転
車
の
実
勢
速
度
に
関
す
る
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
る

速
度
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。 

三
に
つ
い
て 



 

５ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
安
全
な
走
行
環
境
を
整
え
る
観
点
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
道

路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
掲
げ
る
原
動
機
付
自
転
車
に
該
当
す
る
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
原
動
機
付
自
転
車
と
同
じ
規
模
の
原
動
機
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
異
な
る
対
応

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
法
令
違
反
状
態
の
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
走
行
に
よ
り
道
路
交
通
法
違
反
と
し
て
取
締
を
行
っ
た
件
数
と
、
こ
れ
に

起
因
し
て
発
生
し
た
事
故
の
件
数
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
三
年
四
月
二

十
三
日
か
ら
同
年
六
月
二
日
ま
で
の
間
に
発
生
し
た
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
道
路
交
通
法
違
反
の
取
締
り
件
数
及
び
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
が
第
一
当
事
者
又
は
第
二
当
事
者
で
あ
っ
た
交
通
事
故
の
発
生
件
数
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
に
お
い
て
警
視
庁
、

千
葉
県
警
察
、
神
奈
川
県
警
察
、
大
阪
府
警
察
、
兵
庫
県
警
察
及
び
福
岡
県
警
察
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
限
り
、
そ
れ
ぞ

れ
四
件
及
び
十
四
件
で
あ
る
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
違
法
事
案
」
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
た
利
用
者
に
対

す
る
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
等
の
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 


